
WiLL増刊号（2020年6月23日）
拉致を黙殺した反日メディアと戦った安倍晋三

6月23日に配信されたWiLL増刊号で拉致被害者家族会の西岡力氏が『政
治家として拉致被害者家族と一緒に戦ってきたのが安倍晋三』と訴えた。
西岡氏は安倍総理『北朝鮮から日本に一時帰国した地村さんが『日本政府が
守ってくれるなら日本に残りたい』と言ったので安倍さんに伝えた。当時の
福田官房長官などは帰国させる気だったので、もし安倍晋三が官房副長官じゃ
なかったら5人は北朝鮮に返されてた』と』と安倍総理の働きで5人を帰国
させずに済んだと語った。
また西岡氏は「今迄、拉致問題解決を邪魔してきた人達が“憲法改正させた
くない”がために横田滋さんの死を利用し安倍総理批判をしてるが、政府が
拉致問題を取組む流れを作ったのは第一次安倍政権で一緒に戦ってきたのは
安倍晋三。だから横田哲也さんは『40年以上も何もしてこなかった政治家
や『北朝鮮は拉致しない』と言ってきたメディアがあったから安倍総理が苦
しんでる。何もやってない方が政権批判をするのは卑怯』と言った」と安倍
総理を批判するマスコミや政治家への怒りをあらわにした。

毎日放送「手越さんの退所もアベのせい！」
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2020年6月23日（手越祐也記者会見）

中国公船の尖閣周辺渡航はコロナ後に過熱し、4月14日から連続渡航は過去最長更新中…
一方で過去最多更新後は沈黙するメディアが多数…

更新後の国会でこの問題を取上げたのは自民党 有村治子氏のみで野党議員は触れもせず…
日本の政治家・メディアは日本の領土を守る行動をなぜしない？
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